
琉球・沖縄学会発起文
　琉球・沖縄は、これまで韓国においても多くの関心と研究の対象となってきました。日本の植民地主義的支配と戦争の悲劇を経験して後、戦後復興にともない、韓国と沖縄の知識人並びに大衆は、断絶状態にあった互いに対する関心と交流を、ようやく少しずつ取り戻しつつあります。1980年代までは、先駆的な学者達によって散発的におこなわれてきた韓国における沖縄研究は、1990年代以降、専門的な研究者集団による大規模プロジェクト中心の研究へと発展しました。例を挙げれば、歴史学分野では、過去には活発で友好的であった、朝鮮と琉球の交流史の復元が実現しつつあり、人類学分野では、両国研究者の共同研究として、沖縄の民俗と文化に関する総合的研究が進行しているところです。近年では、社会学・政治学・人類学・歴史学分野の両国学者達による沖縄米軍基地、軍隊史並びに戦後史、東アジア地域システムに関する、深層的な研究が試みられ、その成果が実を結びつつあります。これ以外にも多様な学問分野の研究者達が、沖縄研究を進展させており、米軍基地、観光、長寿等の主題を契機に、大衆の関心と交流も急速に拡大しつつあります。
　現在、韓国における沖縄研究は、さらに蓄積的な方式でおこなわれ、これまでの研究成果を土台に、今よりも一段階上への跳躍を果たさなければならない時期に来ております。まず、韓国社会の側からの関心と必要にのみ基づく散発的な研究方式から抜け出し、沖縄地域と文化に対する持続的で体系的な研究を実現しなければなりません。何よりも沖縄を日本という国家の一地域としてではなく、琉球王国との連続線上における、独自の歴史と文化を有する地域として理解していく必要があります。沖縄の歴史と文化は、近代国家中心の歴史観並びに文化論を越えて、新しい観点と範囲を具えた地域研究パラダイムを創り上げる土台を提供してくれています。沖縄の歴史と文化は、琉球列島が有する地政学的重要性を背景としながら、常に東アジア地域システムとともに息づいてきました。琉球・沖縄に関する研究は、東アジアの歴史と政治秩序、東アジア文化の交流並びに伝播に対する理解を促進させる新たな基盤を用意し、東アジア地域システムに関する理解に新たな地平を開いてくれることでしょう。また、東アジア研究のパラダイム内における琉球・沖縄研究は、朝鮮・韓国の歴史と文化を東アジア地域システムの枠内で理解することを可能にする、有効なモデルケースともなるでしょう。
　琉球・沖縄研究をこのような新しい段階へ押し上げるため、韓国に拠点を置き、多様な研究者達の力を合わせていく学会を結成することを提案します。韓国人研究者はもちろん、自社会の歴史と文化を研究してきた沖縄ネイティブの研究者達と各国の沖縄研究者達が協力し、討論しながら、琉球・沖縄に関する研究成果を蓄積し発展させていく、新たな場を設けたいと考えます。今回の学会結成のためには、2006年11月以降、ソウル大学人類学科が毎年主催してきた沖縄国際学術会議が、重要な基礎となっています。今年まで３回の学術会議を開催する過程で、韓国、沖縄、日本、中国、台湾の沖縄研究者達が、お互いの研究成果を交換し討論しながら、さらに持続的で発展的な沖縄研究の姿を構想するようになりました。ここに、これまで連絡網だけの形で存在してきた既存の研究会を一旦解体し、組織的・包括的な研究者の集まりとして、＜琉球・沖縄学会＞を結成することを提案します。関心のある方々の、積極的な参加をお願い申し上げます。
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